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第 1 章

はじめに
Eleven™ Free は、 Pro Tools® システム と Avid® シ

ステム用の Digidesigns の無償のギ ター ・ アンプ ・

プラ グ イ ンです。 Eleven のフル ・ バージ ョ ンはビ

ンテージか ら最新のものまで最高のギアを提供し

ていますが、 Eleven Free はその中か ら 2 つのギ

ター ・ アンプ と 2 つのキ ャ ビネ ッ ト ・ モデルを提

供し ます。 
Eleven Free プ ラグイ ンの機能

･ Digidesign® の 2 つのカ ス タ ム ・ アンプ ・ モデル 

･ 2 つのス ピーカー ・ キ ャ ビネ ッ ト ・ モデル。 

･ アンプ と キ ャ ビネ ッ ト は組み合わせ自由。 

･ すべてのコ ン ト ロールでオー ト メ ーシ ョ ンが可

能。

･ 不要な ノ イ ズを制御する ノ イ ズ ・ ゲー ト 。 

･ 出荷時 ト ーンやカ ス タ ム ・ ト ーンの保存 と 呼び

出しができ る設定フ ァ イル （プ リ セ ッ ト ）。

･ 互換性のあ る ワーク サーフ ェ ス または MIDI コ

ン ト ローラーに対応。 MIDI 学習機能によ り 、 連

続コ ン ト ローラー対応の MIDI 機器を簡単に割

り 当て可能。

･ サンプルレー ト 96 kHz、 88.2 kHz、 48 kHz、

44.1 kHz に対応。 

･ 最大 8 チャ ンネル （7.1） の操作に対応 （モ ノ

またはマルチモ ノ ・ プラ グ イ ンのみ）。 

･ RTAS® バージ ョ ン と AudioSuite バージ ョ ン
第 1 章 : はじめに 1
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システムの必要条件

Eleven Free を使 う ためには、 以下の 1 つが必要で
す。

･ Digidesign 推奨の Pro Tools|HD®、 Pro Tools 

LE®、 Pro Tools M-Powered システム （Eleven 

Free は RTAS バージ ョ ン と AudioSuite バー

ジ ョ ンのみ） 。

･ 動作確認ができ ている Avid システム

（AudioSuite のみ）

･ Digidesign の RTAS または AudioSuite プラ グ

イ ン規格に対応し た他社製ソ フ ト ウ ェ ア ・

アプ リ ケーシ ョ ン

Digidesign は、 Digidesign が動作確認を行ったハー

ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アに対し てのみ互換性を保

証し、 サポー ト を行います。 

システム必要条件、 および、 Digidesign が動作を

保証する コ ンピ ュータ、 オペレーテ ィ ングシステ

ム、 ハードデ ィ ス ク、 他社の機器について、 詳し

く は Digidesign のウ ェブサイ ト に掲載されている

最新の一覧表をご覧 く だ さい。

www.digidesign.com/compatibility

プ ラグイ ンの使い方

以下のプラ グ イ ンの使い方について詳し く は、

「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガ イ ド」 をお読み く だ

さ い。

･ ト ラ ッ クへプラ グ イ ンを挿入する

･ ク リ ッ プ ・ イ ンジケータ 

･ プラ グ イ ン ・ ウ ィ ン ド ウ を操作する

･ プラ グ イ ンのコ ン ト ロールを調整する

･ プラ グ イ ンのオー ト メ ーシ ョ ン

･ プラ グ イ ン ・ プ リ セ ッ ト を使用する

･ AudioSuite を使用する
Eleven Free ガイ ド
凡例

Digidesign のガ イ ド では、 メ ニ ューの選択や

キー ・ コマン ド を以下の凡例に従って示し ます。

画面に表示される コマン ド、 オプシ ョ ン、 設定の

名前は、 角括弧で示し ます。

文中のマークは、 以下の内容を表し ています。

Pro Tools M-Powered

凡例 アク シ ョ ン

[ フ ァ イル ] （File） >[

保存 ] （Save）

[ フ ァ イル ] メ ニューか

ら [ 保存 ] を選択し ま

す。

Control+N Control キーを押し たま

ま、 N キーを押し ます。

Control- ク リ ッ ク Control キーを押し たま

ま、 マウスを ク リ ッ ク

し ます。

右ク リ ッ ク (Windows) マウスの右ボタ ンを押

し ます。

Pro Tools システムを活用するために役立

つ ヒ ン ト 。

Pro Tools セ ッ シ ョ ンのデータや Pro Tools

システムの性能に影響があ る重要な注意。

キーボードやマウ ス を使ったシ ョ ー ト

カ ッ ト 。

その他の Pro Tools ガイ ド のセ ク シ ョ ン と

の関連を示すク ロ ス リ フ ァ レ ン ス。

このガイ ド での Pro Tools LE に関する記

述は、 Pro Tools M-Powered にも適用され

ます。



www.digidesign.com について

Pro Tools システムを最大限に活用する ため、

Digidesign のウ ェブサイ ト （www.digidesign.com）

をご利用 く ださ い。 ウ ェブサイ ト では、 以下のよ

う なサービ ス を提供し ています。 

製品ユーザー登録 ご購入いただき ま し た製品を

オン ラ イ ンでご登録 く だ さい。 

サポー ト と ダウンロー ド 「テ ク ニカル ・ サポー

ト 」 と 「カ ス タマーサービ ス」 ではソ フ ト ウ ェ ア

のア ッ プデー ト やオン ラ イ ン ・ マニ ュ アルをダウ

ン ロー ド でき ます。 「互換情報」 では、 システム

対応状況など を確認でき ます。 「アンサーベース」

では、 よ く あ る質問を検索する こ と ができ ます。 

ト レーニング オン ラ イ ン ・ コースで自習し た り 、

Pro Tools の認定 ト レーニング ・ セン ターで実施

し ている授業を調べてみま し ょ う 。 

製品とデ ィ ベロ ッパー ウ ェブの 「製品情報」 で

は、 Digidesign 製品のデモ版をダウ ン ロード でき

ます。 また、 プラ グ イ ン、 アプ リ ケーシ ョ ン、

ハー ド ウ ェ アなど開発パー ト ナーの製品情報も掲

載し ています。 

ニュース と イベン ト  「ニ ュース」 には、 Digidesign

からの最新のお知らせを掲載し ています。 「イベ

ン ト 」 では、 Pro Tools デモン ス ト レーシ ョ ンへ

の参加申込ができ ます。

ProTools 早わかり ビデオ 無償チュー ト リ アル ・

ビデオのシ リ ーズをご覧 く だ さ い。 早わか り ビデ

オは、 Pro Tools と プラ グ イ ンを ス ムーズに使い

始める こ と ができ る よ う に制作されています。
第 1 章 : はじめに 3
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第 2 章

イ ンス ト ール
Eleven Free は、 Pro Tools システムに付属の無償

の DigiRack™ プラ グ イ ン と 共に自動的にイ ン ス

ト ールされます。 

Eleven Free プ ラ グ イ ンのイ ン ス ト ーラーは

DigiStore （www.digidesign.com） から ダウ ン ロー ド

する こ と もでき ます。
Eleven Free のダウンロー ド ・
バージ ョ ンを イ ンス ト ールする

Eleven Free プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1  Digidesign のウ ェブサイ ト （www.digidesign.com）

から、 使用し ている コ ンピ ュータのプラ ッ ト

フ ォーム用イ ン ス ト ーラ をダ ウ ン ロード し ます。 

ダ ウ ン ロード後、 イ ン ス ト ーラが圧縮 （Windows

では .ZIP 形式、 Mac では .SIT 形式） されていな

い こ と を確認し ます。

2  Eleven Free Setup （Windows） または Eleven Free 

Installer （Mac） アプ リ ケーシ ョ ンをダブルク リ ッ

ク し ます。 

3  画面の指示に従って イ ン ス ト ールし ます。

4  イ ン ス ト ールが完了し た ら、 ［Quit］ （Mac） ま

たは ［Finish］ （Windows） を ク リ ッ ク し ます。

Eleven Free のイ ン ス ト ーラは、 Eleven Free プ ラ

グ イ ンのフ ァ イルを以下の場所に保存し ます。

･ ラ イブ ラ リ /Application 

Support/Digidesign/Plug-Ins フ ォルダ (Mac) 

または

･ Program Files/Common 

Files/Digidesign/DAE/Plug-Ins フ ォルダ

(Windows)
第 2 章 : イ ンス ト ール 5
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Eleven Free を削除する

プラ グ イ ンをシステムか ら削除する と きは、 使用

し ている コ ンピ ュータのプラ ッ ト フ ォームに合わ

せて、 以下の要領に従って く だ さい。

Mac OS X

Eleven プ ラグイ ンを削除するには ：

1  起動デ ィ ス ク にあ る [Plug-Ins] フ ォルダを開き ま

す (Library/Application Support/Digidesign/Plug-

Ins)。 

2  以下のいずれかを行います。 

･ プラ グ イ ンを完全に消去するには、 ゴ ミ 箱

にプ ラ グ イ ンを ド ラ ッ グ し てか ら、 ゴ ミ 箱

を空にし ます。 

または

･ プラ グ イ ンのコ ピーは保存するが Pro Tools

の起動時にロード し ないよ う にするには、

[Plug-Ins (Unused)] フ ォルダ （ラ イブラ リ

/Application Support/Digidesign/Plug-

Ins (Unused)） にプラ グ イ ンを ド ラ ッ グ し ま

す。

Eleven の設定フ ァ イル （ラ イブラ リ

/Application Support/Digidesign/Plug-In 

Settings） と マニュアル （ラ イブラ リ

/Applications/Digidesign/Documentation）

も削除でき ます。 
Eleven Free ガイ ド
Windows XP

Eleven Free プ ラグイ ンを削除するには ：

1  ス ター ト ・ メ ニ ューから [ 設定 ]>[ コ ン ト ロール

パネル ] を選択し、 [ プロ グ ラ ムの追加 と 削除 ]

をダブルク リ ッ ク し ます。

2  イ ン ス ト ールされている アプ リ ケーシ ョ ンか ら

Eleven プラ グ イ ンを選択し、 [ 変更と 削除 ] ボタ

ンを押し ます。 

3  画面の指示に従ってプラ グ イ ンを削除し ます。 

4  削除が完了し た ら、 [OK] を ク リ ッ ク し て ウ イ ン

ド ウ を閉じ ます。

Windows Vista

プ ラグイ ンを削除するには ：

1  [ ス ター ト ]>[ コ ン ト ロールパネル ] を選択し ま

す。

2  [ プロ グ ラ ム と機能 ] をダブルク リ ッ ク し ます。

3  アプ リ ケーシ ョ ン一覧か らプラ グ イ ンを選択し

ます。

4  [ アン イ ン ス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

5  画面の指示に従ってプラ グ イ ンを削除し ます。 



第 3 章

入力キャ リ ブ レーシ ョ ン と ク イ ッ ク ス タ ー ト

こ の章では、 Eleven Free の接続、 キ ャ リ ブレーシ ョ ン、 使用するための準備について説明し ます。
始める前に

Eleven は、 入力段階での特徴など、 各アンプの最も重要な特性をモデ リ ングする よ う 設計されています。 

プラ グ イ ンが正確に応答するためには、 信号のレベルが適切に設定されている必要があ り ます。

･ レ コーデ ィ ング済みのギ ター ・ ト ラ ッ ク を使 う 場合は、 12 ページのレ コーデ ィ ング済み ト ラ ッ ク で

の作業をお読み く ださ い。

･ ギ ターのラ イブ信号を使 う 場合は、 次のページの手順に従ってキ ャ リ ブレーシ ョ ンを行い、 最適な

入力レベルに調整し ます。 入力キ ャ リ ブレーシ ョ ンはわずか 2 ～ 3 分で済みますが、 これによ って

Eleven、 アンプ、 フ ァ ク ト リ ー ・ プ リ セ ッ ト から最良の結果を得る こ と ができ ます。

このガイ ド での Pro Tools LE に関する記述は、 Pro Tools M-Powered にも適用されます。
図 1.  Eleven でのギターのラ イ ブ入力を調節するための基本的なゲイ ン段階

ソース ハー ド ウ ェ ア Pro Tools Eleven

最大ボリ ューム ハー ド ウ ェ アのイ ンプ ッ ト ・ゲイ ン 

（黄色

 

ProTools のレベル
 

または 
オレンジ）

イ ンプ ッ ト
LED 
第 3 章 : 入力キャ リ ブレーシ ョ ン と ク イ ッ クス ター ト 7
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1 ： ギターを接続し てソース ・ イ ンプ ッ ト を設定する

ペダルや別のギ ターも一緒に設定する場合は、 最終ア ウ ト プ ッ ト と し て機器から出される信号が楽器レ

ベルかラ イ ン ・ レベルかを確認し てお く と 便利です。 イ ンプ ッ ト と ソースの設定を選択し ます。 （詳し く

は、 システムに付属の 「セ ッ ト ア ッ プ ・ ガ イ ド」 をお読み く ださ い）。
Pro Tools LE システムにギターを接続するには ： 

1  Pro Tools LE オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースの

DI （ダ イ レ ク ト ・ イ ン） イ ンプ ッ ト にギ ターを差

し込みます。

2  イ ン ターフ ェースの正しい ソース ・ イ ンプ ッ ト

（DI） を選択し て く ださ い。 

た と えば、 Mbox 2 Pro では、 DI イ ンジケータ

LED が点灯する まで [Input 1] の [Mic/DI] ス イ ッ

チを押さ えます。

ダ イ レ ク ト ・ ボ ッ ク ス を使って イ ンピー

ダン スの高いギ ターのアウ ト プ ッ ト を イ

ンピーダン スの低い信号に変換し ている

場合は、 DI イ ンプ ッ ト ではな く 、 楽器用

またはラ イ ン用イ ンプ ッ ト にダ イ レ ク

ト ・ ボ ッ ク ス を接続し ます。 

Mbox 2 Pro にギターを接続する

Pro Tools LE

イ ンプ ッ ト  1 DI

Mic/DI スイ ッ チ
Eleven Free ガイ ド
Pro Tools|HD システムにギターを接続するには ： 

1  Pro Tools|HD のオーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース

に、 プ リ アンプ （Digidesign PRE など） または同

様のユニ ッ ト が接続されている こ と を確認し ま

す。 

2  プ リ アンプのイ ンプ ッ ト にギ ターを差し込み、

ソース、 イ ンピーダン スその他を設定し ます。 

た と えば Digidesign PRE を使 う 場合、 フ ロ ン ト パ

ネルの [Line/Inst 1] イ ンプ ッ ト にギ ターを直接差

し込んでから、 ソース を [Inst] に設定でき ます。 

ダ イ レ ク ト ・ ボ ッ ク ス を使って イ ンピー

ダン スの高いギ ターのアウ ト プ ッ ト を イ

ンピーダン スの低い信号に変換し ている

場合は、 ラ イ ン ・ ソース またはお使いの

プ リ アンプの該当する場所に [Line/Inst 1]

イ ンプ ッ ト を設定し ます。 

Digidesign PRE を経由し て 192 I/O にギターを接続す
る

Pro Tools|HD

Pro Tools|HD

PRE（または他のプ リ アンプ）

オーデ ィ オ・イ ン ターフ ェ ース



2 ： ハー ド ウ ェ ア と レベルを設定する

接続が済んだら、 以下の手順に従って最初のゲイ ンを設定し、 イ ンプ ッ ト ・ イ ンジケータ （ メ ーター）

を見ながら Pro Tools ハード ウ ェ アを設定し ます。 これによ り 、 Eleven のゲイ ン構造の第一段階が設定さ

れます。 
入力キャ リ ブレーシ ョ ン用にギターと Pro Tools 
LE ハー ド ウ ェ アを準備するには ： 

1  Pro Tools で、[ 設定 ] （Setup） >[ プレ イバッ ク エ

ンジン ] （Playback Engine） を選択し、 ハード

ウ ェ ア ・ バッ フ ァ を低 く 設定し てモニ ターのレ イ

テンシを抑えます。 

2  ギ ターで、 最も出力の高いピ ッ ク ア ッ プまたは

位置を選択し、 ボ リ ュームおよび ト ーン ・ コ ン ト

ロールを 10 （最大） に設定し ます。 

3  オーデ ィ オ ・ ハー ド ウ ェ アのイ ンプ ッ ト ・ イ ン

ジケータ を見ながら フル ・ コード を弾き ます （一

番大き な音で演奏し ます）。 

4  オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースのイ ンプ ッ ト ・

ゲイ ンを高 く し て、 ハード ウ ェ アのイ ンプ ッ ト

LED に強い信号 （過負荷にな ら ない程度の） を表

示し ます。

Mbox 2 Pro の [Input 1 Gain]

Pro Tools LE

イ ンプ ッ ト 1 ゲイ ン
入力キャ リ ブレーシ ョ ン用にギターと
Pro Tools|HD ハー ド ウ ェ アを準備するには ： 

1  ギ ターで、 最も出力の高いピ ッ ク ア ッ プまたは

位置を選択し、 すべてのボ リ ュームおよび ト ー

ン ・ コ ン ト ロールを最大値に設定し ます。 

2  オーデ ィ オ ・ ハー ド ウ ェ アのイ ンプ ッ ト ・ イ ン

ジケータ を見ながら フル ・ コード を弾き ます （一

番大き な音で演奏し ます）。 

3  プ リ アンプのイ ンプ ッ ト ・ ゲイ ンを調整し て、

オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースのイ ンプ ッ ト ・

メ ーターに強い信号 （過負荷にな ら ない程度の）

を表示し ます。 

Pro Tools|HD
第 3 章 : 入力キャ リ ブレーシ ョ ン と ク イ ッ クス ター ト 9
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3: ProTools の ト ラ ッ ク を設定する 

こ こ では、 入力キ ャ リ ブレーシ ョ ンの最終段階で使 う オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク の作成 と設定を行います。

ト ラ ッ クのレベルを設定し てチ ェ ッ クするには （すべてのシステム） ：
1  [ ト ラ ッ ク ] （Tracks） >[ 新規 ] （New） を選択し、

モ ノ のオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を 1 つ作成し ます。 

2  ミ ッ ク ス ・ ウ ィ ン ド ウで、 ト ラ ッ ク のイ ンプ ッ

ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し、 ギ ターのイ ンプ ッ ト

を選択し ます。 

3  ト ラ ッ ク のイ ンサー ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク

し、 [Eleven Free] を選択し ます。 

4  オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を録音可能にするか、 ト

ラ ッ ク イ ンプ ッ ト ・ モニ タ リ ング ・ ボタ ンをオン

にし ます。 

Pro Tools LE での入力キャ リ ブレーシ ョ ンに使う
オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク

Eleven Free

ギターの

ト ラ ッ クのメ ーター

イ ンプ ッ ト
Eleven Free ガイ ド



4. Eleven Free のセ ッ ト ア ッ プ

Eleven Free のイ ンプ ッ ト LED を使って最終的なゲイ ン調整を行い、 入力キ ャ リ ブレーシ ョ ンの作業を完

了し ます。 

Eleven Free プ ラグイ ンへの入力信号のキャ リ ブレーシ ョ ンを行 う には ： 
1  イ ンサー ト ・ ス ロ ッ ト を ク リ ッ ク し て、 Eleven 

Free プラ グ イ ン ・ ウ ィ ン ド ウ を開き ます。 初期設

定のま まにし ておき ます。 
図 2.  Eleven のイ ンプ ッ ト LED 

イ ンプ ッ ト

イ ンプ ッ ト

LED

ク リ ッ プ
2  でき るだけ強 く 数回弾き、 Eleven のイ ンプ ッ ト

LED に表示される レベルを確認し ます。 イ ンプ ッ

ト LED は、 以下のレベルに応じ て緑、 黄、 オレ

ンジ、 および赤色に点灯し ます。 
緑色 （オフ～ -8） 信号は確認でき るが、 レベルが低すぎ る こ と を示し ます。 

黄色 （-8 ～ -4） シングル ・ コ イルのピ ッ ク ア ッ プなど、 ア ウ ト プ ッ ト が低い ソースに最適なレベルで

す。

オレンジ色 （-4 ～ 0） ハムバッ カー ・ ピ ッ ク ア ッ プなど、 ア ウ ト プ ッ ト が高めの ソースに最適なレベル

です。 

赤色 （0 以上） プ ラ グ イ ン ・ イ ンプ ッ ト が ク リ ッ プし ている こ と を示し ます。 イ ンプ ッ ト LED を ク リ ッ

ク し て、 ク リ ッ プ表示を ク リ ア し ます。
3  プラ グ イ ンのイ ンプ ッ ト ・ コ ン ト ロールは初期

設定の 0 （12 時の位置） にし たま ま、 ハード ウ ェ

アのイ ンプ ッ ト ・ ゲイ ン ・ コ ン ト ロールを調整し

て、 Eleven のイ ンプ ッ ト LED が黄色またはオレ

ンジ色にな る よ う にプラ グ イ ンへの信号のレベル

を設定し ます。 
4  キ ャ リ ブレーシ ョ ンが済んだら、 普通の強さ で

ギ ターを弾き ます。 また、 ギ ターのボ リ ューム

を、 入力キ ャ リ ブレーシ ョ ンに使った最大値か ら

下げます。 普通に演奏し ている と きにイ ンプ ッ ト

LED が黄色やオレ ンジ色になって も気にし ないで

く だ さい。 プラ グ イ ンが ク リ ッ プを示し ていない

限 り 、 ゲイ ン設定は確立されています。
第 3 章 : 入力キャ リ ブレーシ ョ ン と ク イ ッ クス ター ト 11
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5  Eleven のマス ター ・ セ ク シ ョ ンのア ウ ト プ ッ ト

つまみを回し て、 プラ グ イ ンのア ウ ト プ ッ ト 信号

を調整し ます。 
Eleven Free ガイ ド
ギ ターのラ イブ信号の入力キ ャ リ ブレーシ ョ ンが適切に行われていれば、 Eleven のイ ンプ ッ ト ・

コ ン ト ロールを調整する必要はあ り ません。 このコ ン ト ロールがアンプ ・ モデルにどのよ う に作

用するかについては、 16 ページのイ ンプ ッ ト をお読み く ださい。 



レ コーデ ィ ング済み ト ラ ッ クでの作業

レ コーデ ィ ング済み ト ラ ッ ク が Eleven プ ラ グ イ ンで前述の とお り にキ ャ リ ブレーシ ョ ン されていない場

合は、 Eleven のイ ンプ ッ ト ・ コ ン ト ロールを使って、 アンプ ・ モデルのイ ンプ ッ ト 段階に送られる信号

のレベルを調整でき ます。

耳を頼 り に、 自分の好みに合わせて調整し ます。 イ ンプ ッ ト LED はプ ラ グ イ ンに入る信号のレベルを測

定し、 イ ンプ ッ ト ・ コ ン ト ロールに先行するので、 イ ンプ ッ ト ・ コ ン ト ロールを調整し て も イ ンプ ッ ト

LED の表示は変化し ません。 

次の段階 

Eleven で音楽の演奏を始めるには ：
1  こ の章で説明し た と お り にイ ンプ ッ ト 信号の

キ ャ リ ブレーシ ョ ンが済んでいる こ と を確認し ま

す。 

2  プラ グ イ ンのラ イブラ リ アン ・ メ ニ ューを ク

リ ッ ク し、 フ ァ ク ト リ ー ・ プ リ セ ッ ト を選択し て

から ギ ターを弾き ます。 時間をかけてお楽しみ く

だ さい。 プ リ セ ッ ト では、 Eleven のすべてのアン

プ と コ ンボを試聴でき ます。 

Eleven 設定フ ァ イル用のプ ラグイ ン ・ コ ン ト ロール

設定メ ニュー
ラ イブ ラ リ アン・メ ニュー
3  Eleven の主な コ ン ト ロールについての詳細や、

レ コーデ ィ ング、 ジ ャ ム、 および ミ キシングに推

奨する ト ラ ッ ク設定については、 第 4 章の

「Eleven Free を使 う 」 をお読み く だ さい。 
設定 メ ニューでは、 プラ グ イ ン設定フ ァ イルの保存、 コ ピー、 ペース ト 、 管理ができ ます。 設定

を保存する方法については、 16 ページの設定 （プ リ セ ッ ト ） をお読み く ださい。 詳し く は、

「ProTools リ フ ァ レン ス ・ ガイ ド」 をお読み く ださい。
第 3 章 : 入力キャ リ ブレーシ ョ ン と ク イ ッ クス ター ト 13



第 4 章

Eleven Free を使 う
以下のページでは、 Eleven Free の主なセ ク シ ョ ン

と コ ン ト ロールを紹介し、 使用方法について説明

し ます。 推奨する ト ラ ッ ク設定やシグナル ・ ルー

テ ィ ングについての ヒ ン ト も紹介し ているので、

Eleven Free を最大限に活用するために役立てて く

だ さい。 
ト ラ ッ クに Eleven Free を イ ン
サー ト する

Eleven Free は、 Pro Tools のオーデ ィ オ、 AUX イ

ンプ ッ ト 、 マス ター ・ フ ェーダー、 イ ン ス ト ゥ ル

メ ン ト の各 ト ラ ッ クへ挿入でき る リ アルタ イ ム ・

プロセ ッ シング用 RTAS プ ラ グ イ ンです。 

Eleven Free は、 ノ ン ・ リ アルタ イ ム / デ ィ ス ト ラ

ク テ ィ ブ ・ プロセ ッ シング用 AudioSuite フ ォー

マ ッ ト で も使用でき ます。 

ト ラ ッ ク に Eleven Free を イ ンサー ト するには ：

･ ト ラ ッ ク のイ ンサー ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク

し、 [Eleven Free] を選択し ます。 

チャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト

Eleven Free は、 モ ノ またはマルチ ・ モ ノ の RTAS

プラ グ イ ン と し てのみ使用でき ます。 ステレオ～

最大 7.1/8 チャ ンネルのフ ォーマ ッ ト で使用する

には、 マルチ ・ モ ノ ・ バージ ョ ンを選択し ます。 

サンプルレー ト

Eleven Free は、 96 kHz、 88.2 kHz、 48 kHz、

44.1 kHz のサンプルレー ト に対応し ています。 
第 4 章 : Eleven Free を使う 13
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種類と製造元

Pro Tools プラ グ イ ンを種類や製造元で整理し て

いる場合、 Eleven Free は以下の とお り に表示され

ます。 

種類 （Category） Harmonic

製造元 （Manufacturer） Digidesign

Eleven Frees のパラ メ ータ を調
整する

こ のセ ク シ ョ ンでは、 マウ ス または Pro Tools

ワーク サーフ ィ ス を使ってパラ メ ータ を調整する

方法について説明し ます。 MIDI コ ン ト ロールにつ

いて詳し く は、 15 ページの MIDI と MIDI 学習機

能を使 う をお読み く だ さ い。

マウスを使っ てパラ メ ータ を変更する

Eleven Frees のロータ リ ー ・ コ ン ト ロールは、 水

平方向または垂直方向に ド ラ ッ グ し て操作でき ま

す。 パラ メ ータの値は、 上または右に ド ラ ッ グす

る と 増加し、 下または左に ド ラ ッ グする と 減少し

ます。 

キーボー ド ・ シ ョ ー ト カ ッ ト

･ Control （Windows） または Command （Mac） を

押さ えながら コ ン ト ロールを ド ラ ッ グする と、 微

調整が行なえます。

･ コ ン ト ロールを Alt- ク リ ッ ク （Windows） また

は Option- ク リ ッ ク （Mac） する と 、 デフ ォル ト

値に戻 り ます。 
Eleven Free ガイ ド
アンプ ・ タ イプ ・ セレ ク タ とキャ ビネ ッ
ト ・ タ イプ ・ セレ ク タ を操作する

現在のアンプ ・ タ イプまたはキ ャ ビネ ッ ト ・ タ イ

プの名前を ク リ ッ クする と ポ ッ プア ッ プ メ ニ ュー

が表示され、 ア イ テムを選択でき ます。 

前 / 次矢印を ク リ ッ ク し て選択肢を 1 つずつ切 り

替え る こ と も でき ます。 

スイ ッ チをオンにする

アンプ ・ バイパスなどのス イ ッ チやボ タ ンをオン

またはオフにするには、 ク リ ッ ク し て設定を切 り

替えます。

グループ化および リ ン ク されたプ ラグイ
ン ・ コ ン ト ロール

Eleven Frees のパラ メ ータには Pro Tools のグルー

プ （ ミ ッ ク ス、 編集、 または ミ ッ ク ス / 編集） を

反映させる こ と ができ、 複数のイ ンサー ト を リ ン

ク させて操作でき ます。 詳し く は、 「Pro Tools リ

フ ァ レ ン ス ・ ガ イ ド」 をお読み く ださ い。 

前 / 次の矢印 （アンプ ・ タ イプを表示）

アンプ ・ セレ ク タ と キ ャ ビネ ッ ト ・ セレ

ク タは、 MIDI を使って操作する こ と もで

き ます。 15 ページの MIDI と MIDI 学習機

能を使 う をお読み く ださい。

前

次

名前



オー ト メ ーシ ョ ンを使用する

Eleven Free のパラ メ ータは、 すべてオー ト メ ー

シ ョ ン可能です。 パラ メ ータのオー ト メ ーシ ョ ン

をオンにする と、 コ ン ト ロールのそばにあ る LED

が点灯し ます。 

ProTools ワークサーフ ェ スを使う

Eleven Free は、 対応 Pro Tools ワーク サーフ ェ ス

から直接操作でき ます。 Eleven Free は他のプ ラ グ

イ ン と と もに表示され、 使っている ワーク サー

フ ェ スのイ ンサー ト ・ セ ク シ ョ ンから アサイ ン、

編集、 バイパス、 オー ト メ ーシ ョ ンができ ます。

MIDI と MIDI 学習機能を使う

Eleven Free は、 MIDI コ ン ト ロール ・ チェ ンジ

（CC） メ ッ セージに対応し ています。 これによ

り 、 CC 対応の MIDI 装置を使って、 マス ター ・ セ

ク シ ョ ン、 アンプ、 キ ャ ビネ ッ ト 、 およびマイ

ク ・ パラ メ ータ を遠隔操作でき ます。 CC 対応の

MIDI 機器には、 Digi 003 （MIDI モード） をはじめ

とする MIDI コ ン ト ローラー、 ミ キサー、 および

イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト があ り ます。 

MIDI 学習機能を使 う と 、 MIDI フ ッ ト ペダル、 ス

イ ッ チ、 フ ェーダー、 つまみなどの CC 対応の ト

リ ガーにプ ラ グ イ ンのコ ン ト ロールを簡単に割 り

当て る こ と ができ ます。 また、 特定の MIDI CC 値

を コ ン ト ロールに手動で割 り 当て る こ と も でき ま

す。 

保存と復元はセ ッ シ ョ ンで

MIDI コ ン ト ロールのアサイ ン メ ン ト は、 アサイ

ンを行った Pro Tools セ ッ シ ョ ン と 共に保存、 復

元されます。 Eleven Free の設定フ ァ イル （プ リ

セ ッ ト ） には、 MIDI 学習機能によ る アサイ ン メ

ン ト は保存されず、 復元も されません。 

プラ グ イ ンのオー ト メ ーシ ョ ンについて

詳し く は、 「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガ

イ ド」 をお読み く だ さい。 
パラ メ ータに MIDI コ ン ト ローラーを割 り 当て る
には ： 

1  システムに外部 MIDI 機器が接続されてお り 、

MIDI ス タ ジオ設定 （Windows） または Audio MIDI

設定 （Mac） で認識されている こ と を確認し ます。 

2  Eleven Free の任意のコ ン ト ロールを右ク リ ッ ク

し ます。

3  以下のいずれかを行います。

･ [Learn] を ク リ ッ ク し てから、 お使いの MIDI

コ ン ト ローラーにコ ン ト ロールを移動し ま

す。 任意のコ ン ト ロールを動かすと 、

Pro Tools はそのコ ン ト ロールに上記のプラ

グ イ ン ・ パラ メ ータ を割 り 当てます。 

または

･ フ ッ ト ・ コ ン ト ローラーなどの装置の MIDI 

CC 値がわかっている場合は、 [Assign] メ

ニ ューから選択し ます。 

MIDI アサイ ン メ ン ト を ク リ アするには ： 

･ コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し、 [Forget] を選択

し ます。 

右ク リ ッ ク し て MIDI 学習機能を使う

お使いの Mac のマウ スにボタ ンが 2 つな

い場合は、 Eleven Free のパラ メ ータ を

Control- ク リ ッ ク し て MIDI 学習 メ ニュー

を表示し ます。 Control 修飾キーでは、 グ

ループ化されたコ ン ト ロールを一度に選

択する こ と はでき ません。 
第 4 章 : Eleven Free を使う 15
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設定 （プ リ セ ッ ト ）

プラ グ イ ンのラ イブラ リ アン ・ メ ニ ューから、 プ
リ セ ッ ト を選択でき ます。

プ リ セ ッ ト を ロー ドするには ： 

･ ラ イブラ リ アン ・ メ ニ ューを ク リ ッ ク し てか

ら、 使用でき る設定フ ァ イルを選択し ます。 

設定 メ ニ ューでは、 設定の保存、 イ ンポー ト 、 コ
ピー、 ペース ト 、 管理ができ ます。

Eleven Free のプ リ セ ッ ト と し て設定を保存するに
は ： 

1  Eleven Free を好みの ト ーンに設定し ます。 

2  設定 メ ニ ューを ク リ ッ ク し てか ら、 [Save 

Settings] を選択し ます。 プ リ セ ッ ト に名前を付け、

保存場所を選択し てから、 [Save] を ク リ ッ ク し ま

す。 

プラ グ イ ン ・ ラ イブラ リ アン ・ メ ニ ュー と +/- ボ

タ ンを使って、 設定済みの Eleven Free 設定フ ァ

イル （プ リ セ ッ ト ） を ス ク ロールし た り 選択する

こ と ができ ます。 

Eleven Free 設定フ ァ イル用のプ ラグイ ン ・ コ ン ト
ロール

設定フ ァ イル と フ ォルダについて詳し く

は、 「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガイ ド」

をお読み く だ さい。

設定メ ニュー
ラ イブ ラ リ アン・メ ニュー
Eleven Free ガイ ド
マス ター ・ セク シ ョ ン

マス ター ・ セ ク シ ョ ンには、 プラ グ イ ン I/O （イ

ンプ ッ ト / ア ウ ト プ ッ ト ）、 ノ イ ズ ・ ゲー ト ・ コ

ン ト ロール、 アンプ ・ タ イプ ・ セレ ク タ、 および

キ ャ ビネ ッ ト ・ タ イプ ・ セレ ク タがあ り ます。 

アンプを切 り 替えて も、 マス ター ・ セ ク シ ョ ンは

変更されません。 マス ター ・ セ ク シ ョ ンの設定は、

プラ グ イ ン ・ プ リ セ ッ ト と と もに保存、 復元され

ます。 

イ ンプ ッ ト LED

イ ンプ ッ ト LED は緑、 黄、 オレ ンジ、 または赤

色に光って、 プラ グ イ ンが過負荷になっていない

かど う かを示し ます。 イ ンプ ッ ト LED は、 マス

ター ・ セ ク シ ョ ンのイ ンプ ッ ト ・ セ ク シ ョ ンに先

立ちます。 Eleven の信号経路でのイ ンプ ッ ト LED

の詳細については、 27 ページの Eleven Free のシ

グナル ・ フ ローをお読み く ださ い。

イ ンプ ッ ト  

イ ンプ ッ ト つまみを動かす と 、 イ ンプ ッ ト が ト リ

ム またはブース ト され、 ト ーン と デ ィ ス ト ーシ ョ

ンを操作でき ます。 イ ンプ ッ ト の値の範囲は、 -

18 dB ～ +18 dB です。

イ ンプ ッ ト つまみは、 別途プ リ アンプ ・ コ ン ト

ロールが用意されていないアンプ ・ モデルで、 ゲ

イ ンを増減させる場合に便利です。 また、 Eleven 

Free で使 う レ コーデ ィ ング済み ト ラ ッ ク のレベル

の ト リ ムやブース ト も でき ます。 

マス ター ・ セクシ ョ ン

イ ンプ ッ ト
ゲー ト  

アウ ト プ ッ トアンプ・タ イ プ

キャ ビネ ッ ト ・タ イプLED LED



イ ンプ ッ ト つまみの設定は、 設定フ ァ イル （プ リ

セ ッ ト ） と と もに保存、 復元される こ と に注意し

て く ださ い。 

アウ ト プ ッ ト

ア ウ ト プ ッ ト ・ コ ン ト ロールでは、 処理の後にプ

ラ グ イ ンのア ウ ト プ ッ ト ・ ゲイ ンを設定し ます。

こ のコ ン ト ロールによ って、 ゲイ ンを調節し た

り 、 プラ グ イ ンが使用されているチャ ンネルでの

ク リ ッ プを回避でき ます。 ア ウ ト プ ッ ト の値の範

囲は -60 dB ～ +18 dB です。

ゲー ト  

ノ イズ ・ ゲー ト ・ スレ ッ シ ョ ルド

ノ イ ズ ・ ゲー ト ・ ス レ ッ シ ョ ル ド ・ コ ン ト ロール

は、 ノ イ ズ ・ ゲー ト が開閉する レベルを設定し ま

す。 ス レ ッ シ ョ ル ド が最小値に設定されている と

きは、 ノ イ ズ ・ ゲー ト に作用し ません。 ス レ ッ

シ ョ ル ド の値を高 く する と 、 強い信号だけに対し

てゲー ト が開き、 サウ ン ド を通過させます。 ス

レ ッ シ ョ ル ド の値の範囲は、 オフ （-90 dB） ～ -

20 dB です。 

イ ンプ ッ ト ・ コ ン ト ロールについて詳し

く は、 27 ページの Eleven Free のシグナ

ル ・ フ ローをお読み く だ さい。

ElevenFree のア ウ ト プ ッ ト ・ レベルを調

整するには、 アウ ト プ ッ ト つまみを使い

ます。 ト ーンやデ ィ ス ト ーシ ョ ンには、

アンプのマス ター ・ ボ リ ュームを使いま

す。 
ノ イズ ・ ゲー ト ・ リ リース

ノ イ ズ ・ ゲー ト ・ リ リ ース ・ コ ン ト ロールは、 ノ

イ ズ ・ ゲー ト が開いてオーデ ィ オを通過させる時

間の長さ を設定し ます。 リ リ ース を調整し て、 現

在のタ ス ク に最適な設定を見つけます （速すぎ る

と 音が切 り 捨て られ、 遅すぎ る と 不要な ノ イ ズま

で取 り 込まれます）。 リ リ ースの値の範囲は、

10 ms か ら 3000 ms です。 

アンプ ・ タ イプ

[Amp Type] では、 使用する アンプのモデルを選択

し ます （18 ページのアンプ ・ タ イプ参照）。 

キャ ビネ ッ ト ・ タ イプ

こ のセレ ク タでは、 使用する ス ピーカー ・ キ ャ ビ

ネ ッ ト のモデルを選択し ます （21 ページのキ ャ

ビネ ッ ト ・ タ イプ と コ ン ト ロール参照）。 

ノ イズ ・ ゲー ト を使う

ノ イ ズ ・ ゲー ト は、 不要な ノ イ ズ信号やハムを消

し た り 、 単にエフ ェ ク ト と し て使 う こ と ができ ま

す。 

ノ イ ズ ・ ゲー ト で不要な低レベルの ノ イ ズを消去
するには ： 

1  第 3 章の 「入力キ ャ リ ブレーシ ョ ン と ク イ ッ ク

ス ター ト 」 の説明に従ってギ ターを接続し、 キ ャ

リ ブレーシ ョ ンを行います。

2  次に、 ギ ターを構えますが、 演奏はし ません

（ボ リ ュームは上げておき ます）。 こ こ では、 こ の

後消去する ノ イ ズの音だけを聴き ます。 

推奨するゲー ト の適用例については、 17

ページの ノ イ ズ ・ ゲー ト を使 う をお読み く

ださい。 キー （ ト リ ガー） を導いてゲー ト

を適用する位置の詳細については、 27

ページの Eleven Free のシグナル ・ フ ロー

を参照し て く ださい。 
第 4 章 : Eleven Free を使う 17
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3  効果を聴きやす く する ため、 リ リ ースの設定を

真中の位置 （12 時） から始めて く ださ い。 

4  ス レ ッ シ ョ ル ド ・ コ ン ト ロールを時計回 り に回

し切って最高の値に設定し、 ゲー ト を完全に閉じ

ます （Eleven Free か らは音が一切聴こ えないはず

です）。 

5  ゲー ト が開いて ノ イ ズのカ ッ ト オフ （ス レ ッ

シ ョ ル ド） が見つかる までス レ ッ シ ョ ル ド ・ コ ン

ト ロールを徐々に下げます。 

6  ス レ ッ シ ョ ル ド ・ コ ン ト ロールをほんの少し上

げて、 再び ノ イ ズが聴こ えな く な る よ う にし ます

（Command (Mac) または Ctrl (Win) を押さ え る と設

定を 1/10dB 単位で微調整でき ます）。 これがおお

よその設定です。 

7  手順 3 で説明し た と お り リ リ ースの設定を下げ

ている場合は、 次へ進む前に最大値 （時計回 り 一

杯） へ戻し ます。 

8  フル ・ コード を鳴ら し、 Eleven Free を経由し た

ギ ターのデ ィ ケ イ （フ ェー ド ア ウ ト ） を聴き ま

す。 リ リ ース ・ コ ン ト ロールを使 う 際には、 ギ

ターが自然な音で鳴るだけの値は必要ですが、 ノ

イ ズ ・ レベルがあ ま り 戻って こ ない う ちにゲー ト

が完全に閉じ る よ う 、 ゲー ト を開けてお く 時間を

長 く しすぎない こ と が重要です。 必要に応じ て、

[Rel] （ リ リ ース） 設定を調整し ます。 

･ コー ド がすぐに途切れて し ま う 場合は、 少

しずつ リ リ ース設定を増やし、 ゲー ト の閉

じ方を遅 く し ます。 高い値を設定する と自然

な音にな り 、 静かな信号が唐突に切 り 捨て

られる こ と が少な く な り ます。 

･ リ リ ースの値を低 く する と 、 ゲー ト が速 く

閉じ ます。 これによ って、 歯切れの良い ト

ラ ッ ク にな り ますが、 デ ィ ケ イが切 り 捨て

られた り 、 音の伸びが不自然にな るおそれ

があ り ます。 
Eleven Free ガイ ド
アンプ ・ タ イ プ 

アンプ ・ タ イプ ・ セレ ク タ を使 う と 、 アンプを選

択でき ます。

使用でき る アンプの種類は以下の と お り です ：

･ DC Modern Overdrive

･ DC Vintage Crunch

アンプ ・ タ イ プ ・ セレ ク タからアンプを選択する

フル ・ バージ ョ ンの Eleven で使え る アン

プについては、 Digidesign のウ ェブサイ ト

（www.digidesign.com） をご覧 く だ さい 。 

アンプ・タ イプ・セレ ク タ



アンプ ・ コ ン ト ロール
Eleven Free の各アンプには、 モデルにし た実在のアンプ と 同様の （ま った く 同じ場合も あ り ます） コ ン

ト ロール一式が備わっています。 以下のセ ク シ ョ ンでは、 Pro Tools に表示される アンプ ・ コ ン ト ロール

の概要について説明し ます。 アンプ ・ タ イプによ っては、 こ のセ ク シ ョ ンで説明するすべてのコ ン ト

ロールが表示されない場合も あ る こ と に注意し て く ださ い。 
図 1.  デフ ォル ト のアンプ ・ タ イ プのアンプ ・ コ ン ト ロール

バイパス

ゲイ ン 1
ブ ラ イ ト

ト レブルミ ドルベース

プレゼンス マス ター・ボ リ ューム（アンプ） ト ーン

スピー ド デプス

ト レモロ
アンプ ・ バイパス

アンプ ・ バイパス ・ ス イ ッ チ （ラ ンプ） は、 キ ャ

ビネ ッ ト と マ イ ク の設定は適用し たま ま、 アン

プ ・ モデルだけをバイパス し ます。 初期値はオン

です。 バイパスに設定する と 、 アンプだけがバイ

パス されます。 マス ター ・ セ ク シ ョ ン、 キ ャ ビ

ネ ッ ト 、 およびマ イ ク設定は引き続き適用されま

す。 

ブ ラ イ ト  

[Bright] ス イ ッ チは、 入力信号への高周波レ スポ

ン ス を高め、 歪みの音色を変化させます。 一部の

アンプ ・ モデルでは、 ボ リ ュームを低 く 設定する

と こ の効果が最も際立ちます。 

ゲイ ン 1

ゲイ ン 1 では、 全体的なゲイ ンの量 と アンプの感

度を指定し ます。 ゲイ ン 1 を低 く する と 動的な応

答が強ま り 、 透明で明るいサウ ン ド が得られま

す。 高 く する と 、 アンプの全体的な特性が変わ り 、

太 く 、 オーバード ラ イブのかかったサウ ン ド にな
り ます。 ゲイ ン 1 はアンプ ・ モデルご と に応答を

変えます。 また、 どのよ う な設定で も、 音楽的な

応答の方法がオ リ ジナルのアンプに近 く な る よ う

設計されています。 初期値は 5.0 です。 ゲイ ン 1

の値の範囲は 0 ～ 10 です。 

ゲイ ン 2

ゲイ ン 2 はフル ・ バージ ョ ンの Eleven の一部の

アンプでのみ使用でき ます。 

ト ーン

ト ーン ・ コ ン ト ロールを使 う と、 アンプの高音

域、 中音域、 低音域ご と にサウ ン ド を整え る こ と

ができ ます。 エレ ク ト リ ッ ク ・ ギ ターのピ ッ ク

ア ッ プでは、 中低音域が強調され、 高周波数の応

答は弱 く な り がちです。 こ のため、 中音域が強い

サウ ン ド と な り 、 高音域をブース ト する必要が生

じ る こ と がよ く あ り ます。 ト ーン ・ コ ン ト ロール

の応答 と 作用の度合いは、 アンプご と に異な り ま

す。
第 4 章 : Eleven Free を使う 19
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ベース 

ベース ・ コ ン ト ロールでは、 アンプの ト ーンの

ロー ・ エン ド の量を指定し ます。 一部のモデルで

は、 このコ ン ト ロールの応答は ト レブル ・ コ ン ト

ロールの設定 と リ ン ク し ています。 初期値は 5.0

です。 ベースの値の範囲は 0 ～ 10 です。 

ミ ドル

ミ ド ル ・ コ ン ト ロールでは、 ゲイ ンの低いサウ ン

ド の中音域の強さ を指定し ます。 ゲイ ンの高いア

ンプ ・ モデルでは ミ ド ル ・ コ ン ト ロールの効果が

顕著に現れ、 最小に設定し て も極端に高 く 設定し

て も、 アンプのサウ ン ド形成に大き く 作用し ま

す。 初期値は 5.0 です。 ミ ド ルの値の範囲は 0 ～

10 です。 

ト レブル

ほ と んどのアンプ ・ モデルでは、 3 つの ト ーン ・

コ ン ト ロールの う ち、 ト レブル ・ コ ン ト ロールが

最も強 く 作用し ます。 こ の設定によ って、 ベース

および ミ ド ル ・ コ ン ト ロールの混ざ り 具合 と強さ

が決ま り ます。 ト レブルを高い値に設定する と、

ベースおよび ミ ド ル ・ コ ン ト ロールの効果が最小

化され、 ト レブルが優先的な ト ーン ・ コ ン ト ロー

ル と な り ます。 ト レブルを低い値に設定する と、

ベースおよび ミ ド ル ・ コ ン ト ロールの効果が強ま

り 、 アンプの ト ーンが暗 く な り ます。 初期値は

5.0 です。 ト レブルの値の範囲は 0 ～ 10 です。 

プレゼンス 

プレゼン ス ・ コ ン ト ロールは、 ト レブル ・ コ ン ト

ロールよ り さ らに高い周波数を少しだけブース ト

し ます。 プレゼン スは各アンプ ・ モデルのプ リ ア

ンプ段階の最後に適用され、 他の ト ーン ・ コ ン ト

ロール と は無関係に、 音色の明る さ の全体的な コ

ン ト ロール と し て作用し ます。 初期値は 3.0 です。 

プレゼン スの値の範囲は 0 ～ 10 です。 
Eleven Free ガイ ド
マス ター

マス ター ・ コ ン ト ロールはプ リ アンプの出力ボ

リ ュームを設定し、 パワー ・ アンプのゲイ ン ・ コ

ン ト ロール と し て作用し ます。 標準的なマス

ター ・ ボ リ ュームの付いたギ ター ・ アンプでは、

マス ター ・ ボ リ ュームを上げる と パワー ・ チュー

ブによ るデ ィ ス ト ーシ ョ ンが強ま り ます。 初期値

は 5.0 です。 マス ターの値の範囲は 0 ～ 10 です。

ト レモロ

ト レモロは、 周波数の低い波形でプ リ アンプ出力

の振幅を増やし、 振幅を変調する こ と によ って発

生し ます。 一部のアンプでは ト レモロ を使用でき

ません。 

ト レモロ速度

速度コ ン ト ロールは、 ト レモロ効果の間隔を設定

し ます。 ト レモロ速度の LED は、 ト レモロ速度の

間隔に合わせて点滅し ます。 初期値は 5.0 です。

ト レモロ ・ デプス

デプス ・ コ ン ト ロールは、 ト レモロ効果の量を設

定し ます。 こ のコ ン ト ロールの初期値は 0.0 で、

これはオフにあた り ます。 

一部ではマス ター ・ ボ リ ュームつまみで

アンプの音を完全に消すこ と ができ る と

考られていますが、 これは正し く あ り ま

せん。 プラ グ イ ンからの出力を消すには

アウ ト プ ッ ト つまみ （マス ター ・ セ ク

シ ョ ンにあ り ます） を使います。 マス

ター ・ ボ リ ュームは ト ーン と デ ィ ス ト ー

シ ョ ンの調整に使います。 

Eleven Free はテンポ ・ シン ク には対応し

ていません。



キャ ビネ ッ ト ・ タ イ プ と コ ン ト
ロール

キ ャ ビネ ッ ト ・ タ イプ ・ セレ ク タ を使って、 選択

中のアンプ と と もに使 う キ ャ ビネ ッ ト を選択でき

ます。 選択し たキ ャ ビネ ッ ト と コ ン ト ロールは、

アンプ ・ コ ン ト ロールのすぐ下に表示されます。 

使用でき る キ ャ ビネ ッ ト は以下の と お り です ： 

･ 4x12 Classic 30

･ 4x12 Green 25W

キ ャ ビネ ッ ト の名前 と と もに、 ス ピーカーの数 と

直径が記載されています。 た と えば、 「4x12」 と

は、 12 イ ンチ ・ ス ピーカーが 4 つあ る キ ャ ビ

ネ ッ ト と い う 意味です。 

ギターの ト ラ ッ ク と シグナル ・
ルーテ ィ ング 

Pro Tools ト ラ ッ ク と シグナル ・ ルーテ ィ ングの設

定方法は、 Eleven Free を使ってどのよ う なレ コー

デ ィ ングや ミ キシングを行 う かによ って変わ り ま

す。 こ のセ ク シ ョ ンでは、 多 く の選択肢の中から

具体例を少し紹介し ます。 

･ 21 ページの ド ラ イ音を レ コーデ ィ ングする .

･ 22 ページの Eleven Free を レ コーデ ィ ングす

る .

･ 23 ページの ド ラ イ音と Eleven Free を同時に

レ コーデ ィ ングする .

･ 24 ページのレ コーデ ィ ング済み ト ラ ッ ク を

処理する .

マス ター ・ セクシ ョ ンのキャ ビネ ッ ト ・ タ イプ ・ セ
レ ク タ

キャ ビネ ッ ト ・タ イ プ・セレ
ド ラ イ音をレ コーデ ィ ングする

（Eleven Free を経由し たモニ タ リ ング）

こ のワーク フ ローでは、 録音する信号を Eleven 

Free で処理し ながら、 ド ラ イ （ク リ ーン） 音のレ

コーデ ィ ングができ ます。 Eleven を通し た信号を

聴き ながら、 実際には元の信号だけを録音するわ

けです。

アンプ、 キ ャ ビネ ッ ト 、 マ イ ク の設定や組み合わ

せを変えて試聴や比較ができ ます。 こ の柔軟性

が、 ク リ エイ テ ィ ブで強力なツール と し て ミ キシ

ング と アレ ンジに役立ちます。

ド ラ イ音を レ コーデ ィ ング し ながら Eleven Free
を通し てモニ ターするには ：

1  [ ト ラ ッ ク ] （Track） >[ 新規 ] （New） を選択し、[

新規 ト ラ ッ ク ] ダ イ ア ロ グで [1 モ ノ  オーデ ィ オ

ト ラ ッ ク ] を作成し ます。 

2  ト ラ ッ ク イ ンプ ッ ト を、 ギ ターが接続されてい

るオーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースのイ ンプ ッ ト に

設定し ます。

3  ト ラ ッ ク に Eleven Free を イ ンサー ト し ます （13

ページの ト ラ ッ ク に Eleven Free を イ ンサー ト す

る参照）。

4  設定フ ァ イル （プ リ セ ッ ト ） を選択するか、

Eleven Free のパラ メ ータ を調整し て ト ーンを調整

し ます （16 ページの設定 （プ リ セ ッ ト ） 参照）。 

5  ト ラ ッ ク を レ コーデ ィ ング待ちにするか、 ト

ラ ッ ク イ ンプ ッ ト ・ モニ タ リ ングをオンにし て

（Pro Tools HD のみ）、 レベルを確認し ます。 
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6  準備が整った ら、 Pro Tools の ト ラ ン スポー ト を

レ コーデ ィ ング待ちにし てから、 録音ボタ ンを押

し て自分のパー ト を レ コーデ ィ ング し ます。 

録音されるオーデ ィ オは ド ラ イ （未処理） 信号の

みですが、 聴こ えて く る音は、 ト ラ ッ ク にイ ン

サー ト されている Eleven Free や他のプ ラ グ イ ン

を通じ て処理されています。

Eleven Free の音を聴きながらオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク
のド ラ イ音を レ コーデ ィ ングする

Eleven Free

ギターの
イ ンプ ッ ト
Eleven Free ガイ ド
Eleven Free をレ コーデ ィ ングする

（ ト ラ ッ クからデ ィ スクへの録音処理）

こ のワーク フ ローでは、 ト ラ ッ キングを行いなが

ら、 Eleven Free のオーデ ィ オ ・ ア ウ ト プ ッ ト を

デ ィ ス ク に録音し ます。 通常、 他の ド ラ イ音の ト

ラ ッ クは録音されません。 

こ の方法では、 ト ラ ッ ク の ト ーンは、 ト ラ ッ キン

グ時に使用し た元の Eleven Free の ト ーンにな り

ます。 こ こ では 2 つの ト ラ ッ ク （AUX イ ンプ ッ ト

と オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を 1 つずつ） が必要です

が、 ト ラ ッ キング後はプラ グ イ ンを使用停止にし

た り 削除し て、 処理 リ ソース を開放でき ます。 

演奏し ながら ElevenFree と と も にギ ターを録音す
るには ： 

1  [ ト ラ ッ ク ] （Track） >[ 新規 ] （New） を選択し ま

す。 

2  以下の とお り [ 新規 ト ラ ッ ク ] （New Tracks） ダ

イ ア ロ グを設定し ます。 

･ モ ノ の AUX イ ンプ ッ ト ・ ト ラ ッ ク を 1 つ作

成し ます。 

･ [ 行追加 ] （+） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

･ モ ノ のオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を 1 つ作成し

ます。 

･ [ 作成 ] （Create） を ク リ ッ ク し ます。 

3  ミ ッ ク ス （または編集） ウ ィ ン ド ウで、 以下の

方法で AUX イ ンプ ッ ト を設定し ます。 

･ イ ンプ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し て、 ギ

ターのイ ンプ ッ ト （ギ ターが接続されてい

るオーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースのイ ン

プ ッ ト ） を選択し ます。 

･ ア ウ ト プ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し て、

バス 1 を選択し ます。 

･ イ ンサー ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し、

[Eleven Free] を選択し ます。 

4  以下の方法でオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を設定し ま

す。 



･ イ ンプ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し て、 バ

ス 1 を選択し ます。

および

･ オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を録音可能にし ます。 

5  すべての ト ラ ッ ク のレベル と Eleven Free のイ ン

プ ッ ト LED を確認し て、 入力信号が過負荷に

なっていない こ と を確認し ます。

6  準備が整った ら、 Pro Tools を レ コーデ ィ ング待

ちにし てか ら、 録音を開始し ます。 

Eleven Free か らの出力がデ ィ ス ク に録音されま

す。 RTAS 処理 リ ソース を節約する必要があ る場

合は、 レ コーデ ィ ング後に Eleven Free を削除ま

たは使用停止にする こ と ができ ます。 

Eleven Free を録音する （アウ ト プ ッ ト を記録する）

Eleven 

AUX オーデ ィ オ

ギターの

メ イ ン

バスイ ンプ ッ ト

Free

ト ラ ッ クイ ンプ ッ ト  

イ ンプ ッ ト

をバスへ
アウ ト プ ッ ト  
ド ラ イ音と Eleven Free を同時にレ
コーデ ィ ングする

処理されていない ド ラ イ音の ト ラ ッ ク と 、 Eleven 

Free で処理し た ト ラ ッ ク を同時に録音する こ と が

でき ます。 こ の方法では、 ド ラ イ音 （ ト ーンを試

す前の状態） の ト ラ ッ キング と、 元の ト ラ ッ キン

グ ・ セ ッ シ ョ ンで使われた ト ーンの録音を同時に

行 う こ と によ り 、 双方の良い部分を活かすこ と が

でき ます。 以下の とお り 、 これには 2 つのオー

デ ィ オ ・ ト ラ ッ ク が必要です。

ギ ターの ド ラ イ音と Eleven Free で処理し た音を
同時に録音するには ： 

1  [ ト ラ ッ ク ] （Track） >[ 新規 ] （New） を選択し ま

す。 

2  [新規 ト ラ ッ ク ]ダ イ ア ロ グで[2 モ ノ  オーデ ィ オ

ト ラ ッ ク ] を作成し ます。 

3  ミ ッ ク ス （または編集） ウ ィ ン ド ウで、 以下の

方法で 1 番目 （左端） の新規オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ

ク を設定し ます。 

･ イ ンプ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し て、 ギ

ターのイ ンプ ッ ト （ギ ターが接続されてい

るオーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースのイ ン

プ ッ ト ） を選択し ます。 

･ ア ウ ト プ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し て、

バス 1 を選択し ます。 

･ イ ンサー ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し、

[Eleven Free] を選択し ます。

･ オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を録音可能にし ます。

4  以下の方法で 2 番目のオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を

設定し ます。 

･ イ ンプ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し て、 バ

ス 1 を選択し ます。 

および

･ オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を録音可能にし ます。 

5  すべての ト ラ ッ ク のレベル と Eleven Free のイ ン

プ ッ ト LED を確認し て、 入力信号が過負荷に

なっていないこ と を確認し ます。
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6  準備が整った ら、 Pro Tools を レ コーデ ィ ング待

ちにし てか ら、 録音を開始し ます。 

1 番目のオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク に ド ラ イ音のギ

ターが録音され、 Eleven Free で処理された後、 2

番目のオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク にバス送 り されて

デ ィ ス ク に録音されます。 

レ コーデ ィ ング済み ト ラ ッ ク を処理
する

Eleven Free ではレ コーデ ィ ング済みのギ ター ・ ト

ラ ッ ク をはじめ、 ほ と んどすべての素材を処理で

き ます。 

Eleven Free でレ コーデ ィ ング済み ト ラ ッ ク の音を
聴 く には （再レ コーデ ィ ングは行いません） ： 

1  オーデ ィ オを Pro Tools のオーデ ィ オ・ ト ラ ッ ク

にイ ンポー ト し、 配置し ます。 

2  オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク のア ウ ト プ ッ ト にバス 1

をアサイ ン し ます。 

3  以下の とお り に AUX イ ンプ ッ ト ・ ト ラ ッ ク を作

成、 設定し ます。 

･ ト ラ ッ ク のイ ンプ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ

ク し て、 バス 1 を選択し ます。

および

･ イ ンサー ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し、

[Eleven Free] を選択し ます。

4  再生を始め、Eleven Free のイ ンプ ッ ト LED を見

てレベルを確認し ます。 Eleven Free のイ ンプ ッ ト

が ク リ ッ ピング し ていないこ と を確認し ます。 

5  音を聴き ながら、 Eleven Free のイ ンプ ッ ト つま

みを動かし て イ ンプ ッ ト ・ レベルを上下に調整し

ます。 

6  ゲイ ン構造を設定し た ら、 以下のいずれかを行

います。 

･ 基本の音色を得る ために、 い く つかの設定

フ ァ イル （プ リ セ ッ ト ） を試し て く だ さい。 

･ アンプ ・ コ ン ト ロールを調整し ます。 

･ 別のキ ャ ビネ ッ ト に替えてみます。 
Eleven Free ガイ ド
7  別のプラ グ イ ンを適用し た り 、 AUX イ ンプ ッ ト

を他の ト ラ ッ ク にバス送 り し て、 さ らに処理を施

し ます。 

Eleven Free で ト ラ ッ ク を処理し た り 、 も う 一度録
音するには ： 

1  オーデ ィ オを Pro Tools のオーデ ィ オ・ ト ラ ッ ク

にイ ンポー ト し、 配置し ます。 

2  以下の方法で ソース ・ オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を

設定し ます。 

･ オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク のア ウ ト プ ッ ト にバ

ス 1 をアサイ ン し ます。 

および

･ イ ンサー ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し、

[Eleven Free] を選択し ます。 

3  [ ト ラ ッ ク ] （Track） >[ 新規 ] （New） を選択し、

モ ノ のオーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を 1 つ作成し ます。 

4  以下の とお り に新規オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を設

定し ます。 

･ ト ラ ッ ク のイ ンプ ッ ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ

ク し て、 バス 1 を選択し ます。

および

･ イ ンサー ト ・ セレ ク タ を ク リ ッ ク し、

[Eleven Free] を選択し ます。

5  新規オーデ ィ オ ・ ト ラ ッ ク を レ コーデ ィ ング可

能にし ます （Pro Tools HD を使っている場合は、

ト ラ ッ ク イ ンプ ッ ト ・ モニ タ リ ングをオンにし ま

す）。 

6  再生を開始し、 音を聴き始めます。 

7  音を聴き ながら、 Eleven Free のイ ンプ ッ ト つま

みを動かし て イ ンプ ッ ト ・ レベルを上下に調整し

ます。 

8  納得のい く 状態に調整でき た ら、 録音を始める

位置を選択し て （時間の範囲を選択し て） から

Pro Tools の ト ラ ン スポー ト を レ コーデ ィ ング待

ちにし、 再生ボ タ ンを押し て録音を始めます。 



ヒ ン ト と ア ドバイス

こ のセ ク シ ョ ンでは、 セ ッ シ ョ ンに Eleven Free

を組み込む方法についての ヒ ン ト と ア ド バイ ス を

紹介し ます。 

プ ラグイ ンのリ ソースを管理する

システム ・ リ ソース を確保し た り 使用を最小限に

と どめる必要があ る場合は、 効果を加えた ト ラ ッ

ク をバス経由で録音し、 Eleven Free の ト ーンを

デ ィ ス ク に保存する こ と ができ ます。 22 ページの

Eleven Free を レ コーデ ィ ングする をお読み く だ さ

い。 

または、 AudioSuite バージ ョ ンを使って、 Eleven 

Free の ト ラ ッ ク をデ ィ ス ク に記録し ます。 

AudioSuite は、 ループなどの短いフ ォームのギ

ター素材を処理する場合に特に役立ちます。 

ト ラ ッ クのテンプレー ト と セ ッ シ ョ
ン ・ データのイ ンポー ト

Pro Tools 8.0 以上では、 ク イ ッ ク ・ ス ター ト 機能

を使ってテンプレー ト が扱えます。 こ の機能を

使ってセ ッ シ ョ ンのテンプレー ト と ト ラ ッ ク構成

の独自のラ イブラ リ を構築する方法については、

「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガ イ ド」 をお読み く だ

さ い。 ク リ エイ テ ィ ブな瞬間が雑務によ って中断

されないよ う にする良い方法があ り ます。

ProTools の [ セ ッ シ ョ ンデータ を イ ンポー ト ]

（Import Session Data） 機能を使 う と 、 あ るセ ッ

シ ョ ンから別のセ ッ シ ョ ンに ト ラ ッ ク を イ ンポー

ト でき ます。 I/O およびシグナル ・ ルーテ ィ ング

のアサイ ン、 プラ グ イ ン、 設定も イ ンポー ト され

ます。 この機能は、 さ まざ まな Eleven Free の設定

のテンプレー ト を保存し た り 呼び出すための方法

と し て使 う こ と ができ ます。 
Eleven Free の適用方法を変えて複数の ト ラ ッ ク を

設定し た場合は、 セ ッ シ ョ ン名を控えておき ま

す。 次回に同じ設定を使 う 場合には、 [ セ ッ シ ョ

ンデータ を イ ンポー ト ] （Import Session Data） コ

マン ド を使って、 設定済みの ト ラ ッ ク を新しい

セ ッ シ ョ ンにイ ンポー ト し ます。 

Eleven の他に ： 推奨するエ フ ェ ク ト

ギ ター初心者または Pro Tools 初心者の方には、

Eleven Free のギ ター ・ ト ラ ッ ク に追加でき る簡単

なエフ ェ ク ト を紹介し ます。 使用するのは、 シス

テムに組み込まれている無償の DigiRack プラ グ イ

ンだけです。 

バス送り とサブ ミ キシング

プラ グ イ ンやエフ ェ ク ト と い う よ り は一般的な処

理工程 と い う べき も のですが、 ギ ター ・ ト ラ ッ ク

が複数あ る場合、 これら を ステレオの AUX イ ン

プ ッ ト にサブ ミ ッ ク ス し て、 各 ト ラ ッ ク のレベ

ル ・ コ ン ト ロールを 1 か所で制御でき る よ う にす

る こ と が多いです。 これは、 圧縮や リ ミ ッ テ ィ ン

グの適用、 ステム ・ ミ ッ ク スの作成など、 さ まざ

まな実用面で特に役立ちます。 ミ キシング と サブ

ミ キシングでの設定 と ア ド バイ スについては、

「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガ イ ド」 をお読み く だ

さ い。 また、 エフ ェ ク ト についての以下のア ド バ

イ ス を参考にし ながら試し てみま し ょ う 。 

[ セ ッ シ ョ ンデータ を イ ンポー ト ]

（Import Session Data） について詳し く は、

「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガイ ド」 を参

照し て く ださい。 
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ダイナ ミ クス

圧縮、 リ ミ ッ テ ィ ング、 伸長、 ゲー ト は、 どれも

ギ ターに役立つエフ ェ ク ト です。 個別 （単一） 処

理と サブ ミ ッ ク ス （共有 リ ソース） 処理のシグナ

ル ・ ルーテ ィ ングを組み合わせて各種ダ イナ ミ ク

ス処理を行 う と、 さ ま ざ まな結果が得られます。 

例は以下の と お り です。 

･ ト ラ ッ ク でたまに発生するダ イナ ミ ク スの異常

を制御する こ と だけが目的であれば （超過し てい

る値を引き下げる こ と だけが必要な らば）、 各 ト

ラ ッ ク に リ ミ ッ ターを付けてみま し ょ う （Eleven 

Free の後に）。 

･ 複数の リ ズム ・ ト ラ ッ クや ト ーンを 1 つにま と

めるには、 ステレオの AUX イ ンプ ッ ト に これら

をバス送 り し、 こ の AUX イ ンプ ッ ト に圧縮また

は リ ミ ッ テ ィ ングを強 く かけます。 Dyn 3 や Bomb 

Factory のプロセ ッ サなどの さ ま ざ まなダ イナ ミ

ク ス ・ プラ グ イ ンを試し、 素材に最適なプラ グ イ

ンを見つけます。 こ のエフ ェ ク ト を実行するには、

思い切って極端な圧縮率を適用し ます。 
Eleven Free ガイ ド
EQ 

単純な EQ 処理を使って、 一部のギ ターを演奏す

る際に信号が大き く な り 過ぎ る部分を緩和する こ

と ができ ます。 内蔵されている任意の EQ プラ グ

イ ンを使 う と 、 強烈なシェルフやバン ド ・ リ ミ ッ

テ ィ ングを特殊なエフ ェ ク ト と し て試し た り 、

フ ィ ルター ・ ス ウ ィ ープにオー ト メ ーシ ョ ンを実

行し て ワ ウ ・ ス タ イルのエフ ェ ク ト をシ ミ ュ レー

ト する こ と ができ ます。 

エ コーとデ ィ レ イ

増幅し た信号にエコーやデ ィ レ イ をかけ るには、

Eleven Free の ト ラ ッ ク を AUX イ ンプ ッ ト にバス

送 り し、 こ の AUX に Delay プラ グ イ ンを配置し

ます。 マルチタ ッ プやピンポンなどができ る他の

デ ィ レ イ ・ プ ラ グ イ ン も試し てみま し ょ う 。 

シグナル ・ ルーテ ィ ング、 デ ィ レ イ、 EQ、 ダ イ

ナ ミ ク スなどの処理に関する他のア イデアについ

ては、 他の Pro Tools ガ イ ド （「DigiRack プ ラ グ イ

ン ・ ガ イ ド」、 「Bomb Factory プ ラ グ イ ン ・ ガ イ

ド」 など） をお読み く だ さい。 



Eleven Free のシグナル ・ フ ロー 

イ ンプ ッ ト ・ ソースから Eleven Free を経由し てア ウ ト プ ッ ト に送られる信号の流れを図に示し ます。 
図 2.  Eleven Free のシグナル ・ フ ロー
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 ゲー ト

アンプ
キャ ビネ ッ ト アウ ト プ ッ ト
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ProTools の
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つまみつまみ マイ ク
注意

プラグイ ンはプ リ ・ フ ェーダー

Pro Tools のイ ンサー ト （プラ グ イ ン） は、 デ ィ

ス ク / ラ イブ入力の後に配置されますが、 プ リ ・

フ ェーダーです。 ト ラ ッ ク のフ ェーダーは、 同じ

ト ラ ッ ク にイ ンサー ト されているプラ グ イ ンへの

信号に作用し ません。 これは Eleven Free だけでな

く 、 他の Pro Tools イ ンサー ト でも同様です。 

イ ンプ ッ ト LED はイ ンプ ッ ト つまみの前

イ ンプ ッ ト LED はマス ター ・ セ ク シ ョ ンのイ ン

プ ッ ト ・ セ ク シ ョ ンの前に配置され、 各アンプの

最初のイ ンプ ッ ト 段階に先行し ます。 これによ

り 、 Eleven Free の信号経路に入る前に、 信号で ク

リ ッ ピ ングが発生し ていないかど う かを確認でき

ます。 信号がイ ンプ ッ ト で ク リ ッ ピ ング し ている

場合は、 イ ンプ ッ ト LED が赤 く 点灯し ます。 （こ

れが起き た場合は Eleven Free の前に Digidesign の

Trim プラ グ イ ンを挿入し、 Trim プラ グ イ ンのゲ

イ ン減衰機能を使ってゲイ ンを下げて く ださ い。） 
イ ンプ ッ ト つまみと アンプ ・ ゲイ ン

Eleven Free には、 プラ グ イ ンへの異な る 2 つのイ

ンプ ッ ト ・ ゲイ ン段階があ り ます。 

･ マス ター ・ セ ク シ ョ ンのイ ンプ ッ ト つまみは、

アンプ ・ モデルに入る前の信号のレベルに作用し

ます。 

および

･ 各アンプのゲイ ンつまみは、 特定のアンプ ・ モ

デルの主要な イ ンプ ッ ト 段階を操作し ます。 

こ のため、 別のプ リ アンプのないアンプでゲイ ン

を増減させる場合には、 イ ンプ ッ ト つまみが役立

ちます。 

ノ イズ ・ ゲー ト はイ ンプ ッ ト つまみの後

ノ イ ズ ・ ゲー ト は入力信号によ って ト リ ガーされ

ます。 こ のゲー ト はアンプの出力に適用され、 開

いている と きはアンプから キ ャ ビネ ッ ト ・ モ

ジ ュールに音を通過させ、 閉じ ている と きはス

ピーカー ・ キ ャ ビネ ッ ト へのアンプの出力を

ミ ュー ト し ます。 
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